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３
月
４
日
（
月
）、
多
く
の
御
来
賓
の
御
臨
席
の
も
と

第
六
十
九
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
３
名
が

卒
業
し
ま
し
た
。  

式
で
は
、
校
長
式
辞
に
続
き
、
高
梁
市
教
育
長
様
、

高
梁
市
副
市
長
様
、
後
援
会
長
様
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
温

か
い
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
在
校
生
を
代
表

し
、
髙
梨
真
柊
く
ん
が
「
先
輩
方
は
常
に
私
達
を
引
っ

張
っ
て
く
だ
さ
り
、
時
に
は
心
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
優
し
い
心
遣
い
と
頼
も
し

さ
に
私
た
ち
は
励
ま
さ
れ
勇
気
を
与
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
先
輩
方
の
姿
か
ら
私
達
は
『
周

り
の
人
を
大
切
に
す
る
』
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
の
姿
を
思
い
返
し

な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
送
辞
を
述
べ
ま
し

た
。  

 
卒
業
生
代
表
の
大
角
有
沙
さ
ん
は
、
４
年
間
を
振
り
返

り
、
「
入
学
し
た
当
初
は
心
配
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、
入
学
し
て
す
ぐ
の
新
入
生
歓
迎
会
で
は
、
先

輩
方
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
だ
ん
だ
ん
と
、
学

校
が
楽
し
い
場
所
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
」
と
述

べ
た
後
、
２
人
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
想
い
出
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。
続
い
て
「
在
校
生
の
皆
さ
ん

い
つ
も
明
る
く
声
を
か
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
疲
れ
た
後
、
学
校
に
来
て

一
生
懸
命
に
勉
強
す
る
姿
。
放
課
後
に
は
生
き
生
き
と

し
た
表
情
で
部
活
動
に
取
り
組
む
姿
。
そ
の
姿
を
見

て
、
私
は
い
つ
も
勇
気
や
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
て
、
松
山
高

校
を
今
よ
り
も
も
っ
と
い
い
学
校
に
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
、
在
校
生
に
心
か
ら
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し

た
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
両
親

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
、
答
辞
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
式
の
最
後
に
は
卒
業
生
、
在
校
生
、
教
職
員

で
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。  

 

式
後
に
は
生
徒
会
行
事
が
行
わ
れ
、
ま
ず
在
校
生
か

ら
卒
業
生
へ
花
束
を
贈
呈
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
後
、
卒
業
生
が
「
み
な
さ
ん
も
残
り
の
松
山
高
校
で

の
生
活
を
し
っ
か
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
在

校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
一
人
一
人
述
べ
ま
し
た
。
最

後
は
、
在
校
生
、
教
職
員
で
花
道
を
作
り
、
卒
業
生
３

名
を
盛
大
に
送
り
出
し
ま
し
た
。  

 

【
卒
業
生
表
彰 

一
覧
】  

 

○
方
谷
賞  

 
 
  

大
森 

雅
弘 

く
ん  

 
 

 
 

○
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
振
興
会  

 
 
 

会
長
賞 

 
 
  

大
角 

有
沙 

さ
ん  

  

○
後
援
会
長
賞 

 
 

森 
 

琢
也 

く
ん  



 

 

 新年度の登校について  
 

 平成３１年度始業式は  
 

４月８日(月)です。  
  
 通常通り、１７：４０に遅刻しないよ

うに登校してください。  
 

 ４月  ９日（火）入学式  

 ４月１０日（水）授業開始  
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岡山県高梁市立松山高等学校 

働きながら学ぶ 

1. 教育方針 
 学びつつ働くことのできる夜間定時制高校とし

ての特性を生かし、生徒、保護者、地域社会から

信頼される学舎として、自ら求めて学ぶ人物の育

成に努める。 

2. 教育目標 

(1) 地域社会への貢献と協働の精神の育成 

(2) 豊かな知性と情操に基づく文化的想像力

の育成 

(3) 勤労を尊び、責任を重んじる職業観・勤

労観の育成 

 

検索キーワード 

 「希望の翼 松山高校」 

 ２月１９日（火）に生徒会主催の４年生を囲む会が行いまし

た。卒業を控えた４年生をおもてなししようと、１年生は焼き

うどん、２年生はチーズフォンデュ、３年生は豆乳鍋を作りま

した。オープニングムービーの後はそれぞれのテーブルで食事

をしながら、スライドショーで流れる写真を見て、共に過ごし

た日々を懐かしみました。 

 会食の後は学年混合のグループに分かれて、トランプとUNOを

行いました。各グループの優勝者には景品がもらえるというこ

ともあり、それぞれのテーブルからは終始楽しそうな声が聞こ

え、大いに盛り上がりました。 

 最後に、４年生１人１人から「今日は楽しかった。ありがと

う。卒業式までみんなと過ごす日もあと２日ですが、よろしく

お願いします。」と挨拶があり、閉会となりました。 

 ２月１０日（日）に行われた高梁ふれあいマラソン

に生徒９名、教員５名が出場しました。この日に向け

授業前に学校の周りを走るなど、練習を積みました。 

 当日は暖かく、マラソン日和となり、応援に来てい

た生徒、教員に励まされながら、それぞれのコースを

懸命に走りました。 

 

平
成
30
年
度 

 

年
間
皆
勤
賞 

 
 

１
年 

江
藤 

仁
人
く
ん 

 
 

３
年 

髙
梨 

真
柊
く
ん 

  

年
間
精
勤
賞 

 
 

１
年 

前
野 

渓
介
く
ん 

 
 

２
年 

井
上 

文
子
さ
ん 

 
  

  
 

澁
谷 

健
太
く
ん 

 
  

 
 
 

髙
梨 

万
桜
さ
ん 

 
  

 
 
 

樋
上 

雅
治
く
ん 

 
 

３
年 

藤
本 

拓
実
く
ん  

 
  

４
年 

大
角 

有
沙
さ
ん 

 
  

  
 

大
森 

雅
弘
く
ん 

 
  

 
 
 

森 
 

琢
也
く
ん 

  

以
上
の
11
名
が
、
皆
勤
賞
・
精

勤
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

２
月
20
日
（
水
）
に
、
７
月
に
行
わ
れ
た
松
高

d
e N

IGH
T

の
売
上
金
四
千
百
九
十
円
を
豪
雨
災
害

へ
の
義
援
金
と
し
て
生
徒
会
会
長
の
髙
梨
く
ん
と

会
計
の
澁
谷
く
ん
が
、
高
梁
市
の
職
員
の
方
へ
贈

呈
し
ま
し
た
。 

 

２
月
２
日
（
土
）
に
、
倉
敷
翔
南
高
校
で
開
催
さ

れ
た
定
時
制
通
信
制
冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
、

３
年
生
藤
本
く
ん
、
２
年
生
樋
上
君
、
山
本
さ
ん
が

出
場
し
ま
し
た
。
自
分
よ
り
も
強
い
相
手
に
１
セ
ッ

ト
勝
ち
取
る
な
ど
、
接
戦
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。 

【
結
果
】 

女
子
Ｂ
級 

第
２
位 

山
本 

楓
夏 

 

２
月
５
日
（
火
）
の
３
・
４
時
間
目
に
、
４
年

生
の
大
森
く
ん
主
催
の
ク
イ
ズ
大
会
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
時
間
に
考
え
た
企

画
を
実
施
す
る
の
は
、
今
回
で
３
回
目
で
す
。
当

日
は
、
大
森
く
ん
に
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
な
が
ら
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
相
談
し
、
ク
イ
ズ
の
答
え
を
考
え

ま
し
た
。
難
し
い
問
題
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
正
解

者
が
出
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 


